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2．派遣専門家の Terms of Reference（TOR） 

 

2.1 協力管理主席アドバイザー  

 

＜指導科目＞ 

協力管理主席アドバイザー 

 

＜派遣目的＞ 

プロジェクト全体の計画策定支援、進捗管理を行うと共に、CMAC に対して機能強化のた

めの支援を行う。 

 

＜活動内容＞ 

(1) プロジェクト全体の運営を管理する。 

(2) プロジェクトの予算およびその執行を管理する。 

(3) プロジェクトの他の専門家への助言・支援を行う。 

(4) 対外機関・協力機関（他ドナー、NGO 等）と連携・協調する。 

(5) 他の地雷被災国とのネットワーク構築を支援する。 

(6) スタッフ派遣や受け入れ等、技術研修に係る南南協力の実施可能性を検討する。 

 

＜期待される成果＞ 

(1) プロジェクト活動計画（PO）に基づきプロジェクト活動が効率的に実施される。 

(2) 予算が効率的に活用され、正確に記録報告される。 

(3) 他の専門家の技能・経験が最大限に活用される。 

(4) 他機関との連携により、CMAC に対し効果的支援がなされる。 

(5) 他の地雷被災国との情報交換により、ネットワークが構築される。 

 

＜提出する報告書＞ 

(1) 専門家業務完了報告書 

 

2.2 情報システムアドバイザー 

 

＜指導科目＞ 

情報システムアドバイザー 

 

＜派遣目的＞ 
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人材、機材、及び地雷・不発弾除去作業に関わる必要な情報を適正に管理し、それらの情

報を CMAC 本部と支部間で共有し、また伝達できるよう指導する。 

 

＜活動内容＞ 

(1) CMAC の情報管理システムの現状および将来計画を確認する。 

(2) 情報管理システムの方針・処理手続き改善のために必要な会合ないしワークショップを

開催する。 

(3) CMAC の情報システムの質を改善するために必要な機材、システムを特定する。 

(4) 情報管理システムに関わるスタッフの能力向上を図るため、機器トラブル対応、サーバ

とネットワーク維持管理、データベース開発等、分野を設定して研修を行う。 

(5) CMAC 本部と地方支部との間の情報共有とコミュニケーションを強化するため、対象と

する支部の選定、共有すべき情報および通信手段の検討を行ったうえで、情報システム

の開発を支援する。 

 

＜期待される効果＞  

(1) 情報管理システムの経緯と現状、および将来計画の構想が明確になる。 

(2) 情報管理システムの運用方針がスタッフ全体に周知され、処理手続きの簡素化及び処理

内容の精度向上が達成される。 

(3)  CMAC の情報管理に適した資機材・システムが選定される。 

(4) 情報管理のスタッフが、各種研修を通して技能が向上する。 

(5) 本部と支部間の情報共有に関し、対象支部、情報の種類、方法が検討され、情報共有シ

ステムが改善される。 

 

＜提出する報告書＞ 

(1) 専門家業務完了報告書 

 

2.3 ワークショップ管理アドバイザー 

 

＜指導科目＞ 

ワークショップ管理アドバイザー 

 

<派遣目的＞ 

中央整備工場（CMAC の車両や潅木除去機等の機材を集中的に整備・修理を行う施設）を

中心として、機材の維持管理システムを改善するための指導を行う。 

 

＜活動内容＞ 
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(1) 保有機材の維持・管理システムの現状と問題点を確認し、長期活用、及び経費節減のた

め、修理履歴や稼働時間を把握する維持管理システムおよびスペアパーツや消耗品の

在庫管理システムの修正、改善、開発を行う。 

(2) 維持管理システムの運用を関係スタッフに周知、修得させるためのワークショップやセ

ミナーを開催する。 

(3) 中央整備工場の機能を強化する。 

・ 中央整備工場における運用状況、整備、修理のレベル、及び所有工作機器、工具の

現状を確認する。 

・ 中央整備工場の整備員の整備・修理技術のレベル、管理スタッフの管理方法の能力を

強化するためのＯＪＴを実施する。 

・ 中央整備工場の機能強化のため、整備・修理、及び整備工場運営のガイドラインを作

成する。 

 

＜期待される成果＞  

(1) 機材維持管理および在庫管理システムの問題点が明確となり、改善が図られる。 

(2) 機材維持管理システムの問題および改善内容が関係スタッフに理解される。 

(3) 中央整備工場の機能が全体として強化される。 

 ・ 中央整備工場の整備・修理のレベル、機器・工具の現状など運用状況が明確になる。 

・ 中央整備工場の整備・修理技術レベル、管理能力が強化される。 

・ 整備・修理、整備工場運営のためのガイドラインに従って、中央整備工場の機能が強

化される。 

 

＜提出する報告書＞ 

１．専門家業務完了報告書 

 

2.4 研修管理アドバイザー 

 

＜指導科目＞ 

研修管理アドバイザー 

 

＜派遣目的＞ 

研修センター（地雷・不発弾処理活動に携わるスタッフ等の各種訓練を行う施設）の機能

と能力を改善するための指導を行う。 

 

＜活動内容＞ 

(1) 研修ニーズの評価プロセスを改善し、適切な研修コースをデザインする。 
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(2) 研修事業の運営マニュアルを改善する。 

(3) 研修教官（トレーナー）や関係スタッフの能力を強化するために、教授法、研修カリキ

ュラムの編成方法、機材の改善につき指導する。 

(4) 世界の他の地雷/不発弾被災国とのネットワーク構築の一環として、被災国における地雷

対策実施機関の活動や技術訓練（分野、主催者、教官等）に関する情報を収集する。 

 

＜期待される成果＞ 

(1) 現場のニーズが明確になり、現場のニーズに合った研修コースが設定される。 

(2) 質の高い研修準備と研修実施が可能となる。 

(3) 研修教官と関連スタッフが、質の高い研修管理技術を習得できる。 

(4) CMAC および他国機関が技術的ノウハウと管理運営に関するノウハウを共有でき、相互

に向上することができる。 

 

＜提出する報告書＞ 

(1) 専門家業務完了報告書 
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3. ニーズ・サーベイ質問票回収結果 

（Preparatory Needs Survey for the Project of Strengthening CMAC function for 
Human Security Realization ） 

 
3.1 ニーズ・サーベイの手法 
 
（1）ニーズ・サーベイの目的 

CMAC 本部･UNDP カンボジア事務所等、直接面談を通じたヒアリング以外に、CMAC
の研修スタッフ、整備技術者、情報管理担当（いずれもカウンターパート側）に、技術支

援・研修ニーズの確認アンケート票を配布・回収した。配布・回収作業は、現地調査に先

立って CMAC に依頼し、英語のアンケート票をクメール語に翻訳したものを配布し、戻っ

てきた記述回答はクメール語を英語に翻訳した。質問表の作成にあったっては、回答の集

計の必要も考え、回答が選択肢で選択できるような簡便なものを作成することに留意した

が、任意の記述回答欄も作成した。このアンケート票の作成・翻訳および CMAC への配布・

回収依頼に際しては、JICA カンボジア事務所および柳沼（長期派遣）専門家にご協力頂い

た。 
本ニーズ・サーベイは、現在抱えている課題・ニーズ、必要とする技術的支援の内容な

ど、現場のニーズを把握することを目的とするものである。当初は、本格的な大規模で組

織的なニーズ調査を意図したわけでは必ずしもなく、パイロット的に小規模に実施するこ

とによって、大まかな現場のニーズを把握することを意図したものであるが、結果的には

CMAC の現場を含むさまざまな部局から合計 97 の回答があり、統計的には有意な水準の回

答数を得ることができた。 
 
(2)  質問票の内容および全体の回収サンプル数及び小分類（職種） 
記述合計回答数は 97 で、統計的にはかなり有意な水準を確保できる程度の数が回収され

た。いくつかの部局・担当分野の違い毎に整理し、以下のような６つ(A から F)の小分類で

集計した。その結果、担当分野や専門毎に結果の違いを読むこともある程度可能となって

いる。 
 六つの小分類及び各分類の回答数は、以下の通りである。D、E、F はいずれも現場担当

者として位置づけられる。統計的な有意さを確保する観点から、いずれも 15-18 程度の回

答数を確保した。 
 また、回答者は、大半が男性であり、平均年齢 39.3 歳、CMAC での平均在職年数 9.9 年

という中堅の職員である。CMAC 設立は 15 年前なので、多くは設立以来のベテランである

が、中央整備工場および[F]の現場スタッフは在職年数が多少短い。 
 
A. Demining Unit (DU) Office Staff（地雷除去支部・スタッフ）: 18 
B. Central Workshop Staff（中央整備工場スタッフ）: 15 
C. Training Center (TC) Staff （研修センター・スタッフ）: 16 
D. Brush Cutter Staff（灌木除去スタッフ）: 16 
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E. Mobile Platoon（移動地雷除去部隊）: 17 
F. CBMMR（住民地雷被害削減対策班）, EOD（不発弾処理班）, MDD（地雷探知犬班）: 15 
合計回答数: 97 
 
i.  age（年齢） 

A. B. C. D. E. F. 全体 
38.1 33.7 42.0 39.6 42.5 40.1 39.3 歳 

 
ii.  How many years have you been working in CMAC? （CMAC 在職年数） 

A. B. C. D. E. F. 全体 
9.3 6.2 11.0 11.7 13.2 7.9 9.9 年 

 
（3） 以下の質問票の集計表の見方 
質問票の内容は、以下にそのまま掲載されている。また、任意の記述回答の数は少なかっ

たので、すべてを回答欄に記入した。 
各セクションの質問項目表の右側は、A－F の職種の小分類毎に、回答の中で最も回答の

多かった返答の数字を記入してある。すなわち、1= Very much, 2= Much, 3= To some 
extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered のうち最も多かった回答番号を記

入した。このうち１及び 2 は「重要だ」と考えるものであり、5 は事実上「無回答」で無視

できるが、4 は「不必要」という意見なので要注意である。 
 
3.2 ニーズ・サーベイの質問表と集計結果 
 

Section 1. 2. 3. 4. Refer to All Interviewees 
 
Section 1: Organizational Management of CMAC  
 
i. How much (do you think) are the following items important for the improvement 

of the capacity and effectiveness of CMAC?    Please check the level of 
importance in the following Box-chart from 1 to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Improvement of information management 2 1 1 1 1 1 1 
ii Increasing capacity of repairing equipments & cars  2 2 1 1 1 1 1 
iii Improvement of training system 3 2 1 2 2 1 2 
iv Improvement of management of CMAC 

(If yes, how?  Please refer in the space below [iii]) 
3 1 4 5 5 5 3 

v Improvement of organization of CMAC headquarter 
(If yes, how?  Please refer in the space below [iii]) 

3 3 4 5 5 5 3 
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(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 
 
ii. If you think any other items needed for this purpose, please refer it (them) in the  

space below.  
 
   回答 
 
 
 
iii. If you have any comments on this issue, please write in the space below. 
 
  回答 
 
 
Section 1 の回答のまとめ 
・ 情報部門・修理部門・研修部門のいずれも改善の重要性を認識している。特に地雷除去

現場(D,E,F の部門)の人々の間で必要性の認識・ニーズが大きい。 
・ CMAC 本部の運営管理の改善については、トレーニング部門が不要と答えているのに

対し、機材修理部門で不満が大きい(上記の具体的回答も参照されたい)。 
 
 
Section 2:  Machinery & Equipment Management & Repair 
 
i.       How much (do you think) are the following items important for the 

improvement of the management & equipment capacity and effectiveness of 
CMAC?    Please check the level of importance in the following Box-chart from 1 
to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Increase of number of mechanic staff 2 2 4 3 3 1 3 
ii Improvement of mechanic manual 3 3 2 2 2 1 2 
iii Improvement of tools & equipment for repair work 2 1 2 1 1 2 1 
iv Improvement of mechanic facilities 2 1 2 1 1 1 1 
v Relocation of central repair shop 

(If yes, to where?  Please refer in the space blow [iii]) 
4 5 4 5 5 4 4 

vi Improvement of mechanic management  
(If yes, how?  Please refer in the space below [iii]) 

3 3 4 5 5 5 3 

vii Inviting technical adviser (from Japan) 1 4 1 1 1 5 2 
(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 

Request to improve CMAC driver capacity (CWS-BTB). 
It is necessary to have training on repair & maintenance a few times a year 
(DU3 mechanic). 

CMAC management improvement is necessary to plan on the upper level 
(DU3 mechanic). 
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ii. If you have any other items needed for this purpose, please refer it (them) in the 

space below.  
 
  回答 
 
 
 
 
iii. If you have any comments on this issue, please write in the space below. 
 
  回答 
 
 
 
Section 2 の回答のまとめ 
・ 修理機材及び修理施設に関する改善ニーズが大きい。特に修理部門と除去作業の現場で

ニーズが大きい（上記コメント参照）。 
・ この分野への日本人専門家派遣に関しては、多くは必要度大と答えているが、修理部門

の現場のみが否定的である（理由は不明）。 
 
 
Section 3:  Training Management 
 
i.       How much (do you think) are the following items important for the 

improvement of the capacity and effectiveness of CMAC in respect of training?    
Please check the level of importance in the following Box-chart from 1 to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Increase of number of training seminar 2 3 1 2 2 1 2 
ii Improvement of training manual 2 5 1 2 2 1 2 
iii Improvement of training equipment 2 5 1 1 1 2 1 
iv Improvement of teaching method of trainers  2 5 1 1 2 2 2 
v Improvement of training facilities 2 5 1 1 1 2 1 
vi Relocation of training center 

(If yes, to where?  Please refer in the space blow [iii]) 
4 5 4 5 5 4 4 

vii Inviting adviser for training (from Japan) 2 5 1 1 1 5 1 
viii Increasing number of training staff 3 5 4 2 2 2 3 
(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 

There is a shortage of material & equipment in repairing work (CWS). 
Increasing repairing tools to improve repairing work (CWS). 
Need additional repairing tools (CWS). 
Provide additional training to mechanics at DUS (CWS) 

To increase the number of repairing manuals on electronic system of all types 
of vehicles in CMAC (CWS). 
It should have mobile workshop to support repairing work at the field (CWS). 
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ii. If you have any other items needed for this purpose, please refer it (them) in the 

sace below.  
 
    回答 
. 
 
 
Section3 の回答のまとめ 
・ 研修部門の改善については特にトレーニング・センターのスタッフ (C 部門)が強く必要

性を認識している。 
・ 研修センターの移転は不必要との回答が大半である（シエムリアップへの機能移転に関

する意見か）。 
・ 研修部門への日本人専門家派遣については必要性の認識高い。 
・ トレーニング・スタッフの増員は、特に研修スタッフ(C 部門)は不要との回答が多い。 
・ 研修機材・施設の改善の必要性は大きいとの回答が大半。 
 
 
Section 4:  Training Courses 
 
i.        How much (do you think) are the following items important as training 

courses for the capacity enhancement of CMAC?    Please check the level of 
importance in the following Box-chart from 1 to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Knowledge & information of mines & UXO 2 5 1 1 1 1 1 
ii Demining technology 2 5 1 2 2 2 2 
iii Technical survey 2 5 1 2 2 2 2 
iv Area reduction technology 2 5 1 1 1 2 1 
v Detection technology 2 5 1 3 3 1 2 
vi EOD technology 2 5 1 1 3 1 2 
vii Knowledge for risk reduction 2 5 1 3 3 1 2 
(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 
 
Section 4 の回答のまとめ 
・ どの項目の研修コースも重要と回答。 
・ 特に研修スタッフで必要性の認識がきわめて高い。 
 
 

The training curriculum should be designed in consistent with geographical 
area and time frame (DU3 mechanic). 
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Sections 5 Refers only to Managers & Training Staff 

 
Section 5:  Monitoring Indicators 
 
i.     What are the useful and effective indicators to access  the enhancement of the 

capacity and effectiveness of CMAC?    Please check the level of importance in the 
following Box-chart from 1 to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Area of full clearance/marking/area reduction 

(m2/month) 
2 5 1   2 2 

ii Number of decreased mines & UXO 1 5 1   1 1 
iii Number of beneficiary families & villages 1 5 1   1 1 
iv Number of victims of mines & UXO 1 5 1   1 1 
v Cost effectiveness of demining activities ($ / m2[area]) 2 5 1   3 2 
vi Number of trainees (per month, per year) 2 5 1   2 2 
vii Number of working equipments & vehicles 2 1 1   2 2 
viii Number of repaired equipments & vehicles 2 1 3 5  2 2 
ix In-house/outsourcing ratio of maintenance work 2 5 2 5  2 2 
x Number of decrease of accident (injured deminers) 

during demining activities 
2 5 1 5  3 2 

(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 
 
Section 5 の回答のまとめ 
・ どの指標も重要・有用との回答が大半である。 
・ 特に ii、 iii、 iv の三つが重要と考えられている（いずれも伝統的・基本的な指標）。 
 
 
Section6:  Performance 
 
i.    How much (do you think) are the following indicators  (which relate to 

performance of CMAC) improved or improving last 5 years?    Please check the 
level of importance in the following Box-chart from 1 to 5.   

 
  A B C D E F 平均 
i Area of full clearance/marking/area reduction 

(m2/month) 
1 5 2 2 2 1 2 

ii Number of decreased mines & UXO 2 5 2 2 2 2 2 
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iii Number of beneficiary families & villages 2 5 2 2 2 1 2 
iv Number of victims of mines & UXO 3 5 2 3 3 1 2 
v Cost effectiveness of demining activities ($ / m2[area]) 3 5 2 3 3 3 3 
vi Number of trainees (per month, per year) 3 5 2 3 3 3 3 
vii Number of working equipments & vehicles 2 1 2 3 3 1 2 
viii Number of repaired equipments & vehicles 2 1 2 3 3 1 2 
ix In-house/outsourcing ratio of maintenance work 3 5 2 3 3 5 3 
x Number of decrease of accident (injured deminers) 

during demining activities 
3 5 2 3 3 5 3 

(1= Very much, 2= Much, 3= To some extent, 4=Unnecessary, 5=not able to be answered) 
 
Section 6 の回答のまとめ 
・ 全体的にある程度の改善がみられたとの回答が多い。 
・ そのなかでも特に機材の改善についての評価が比較的高い。 
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